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研究ノート(3) 

阪神大水害の写真記録 
 

衣川 太一 

 

はじめに 

1938（昭和 13）年 7 月 3 日から 5日にかけ、台風に刺激された梅雨前線は集中豪雨をもた

らし、5日になって阪神間では大規模な河川の氾濫や六甲山の斜面崩壊、土石流などが発生した。

この災害は「阪神大水害」と呼ばれ、当時の各区の調査によると、死者 616名負傷者 984名を生

じ、全市の 48パーセントに及ぶ戸数が流失または床上・床下浸水の被害を受けた 1）。当館に収蔵

されている様々な種類の記録から、神戸市の広範な地域を襲い街の様子を一変させた水害の猛威

とその後の復旧作業の様子を知ることができる。 

 

１ 記録写真 

神戸という当時人口 96 万人を抱える大都市の広範囲にわたり被害が発生したため、カメラを

持った多くの人たちによって記録された様々な写真が残されている。1936年秋から 1941年春ま

での阪神間を舞台にした谷崎潤一郎の小説『細雪』にも阪神大水害が克明に描かれ、カメラを持

って被害の様子を撮影する人物が登場する。水害関係写真をまとめたアルバム「昭和 13 年 阪神

及び裏六甲災害」2）（図 1）は、当時兵庫県庁の土木技手を務めていた人物が個人的に作成した

ものとみられ、山間部や上流部の被害が多く収められている。一方、図 2の小曽根家寄贈のアルバ

ムの中には、旅行やレジャーといった家族の記録に交じり、土砂と瓦礫に埋もれた被災直後の元町

商店街の光景や、住吉川・宇治川筋の様子を撮影した 31枚の水害記録写真が貼付されている 3）。 

図 1 「昭和 13年 阪神及び裏六甲災害」         図 2  「小曽根喜一郎コレクション⑥」 

 

図 3 の来歴不明のアルバムは本体に題名や製作者等の情報が記されておらず、仮に「昭和 13

年（1938 年）阪神大水害」（以下「昭和 13 年大水害」）と名付けられている 4）。皮装幀のしっか

りとした造りで写真も 117 点と豊富に収められ、個々の写真には紙片に活字で印刷された説明文

まで添えられている。これによると全ての写真は 7 月 5 日から 16 日の間に撮影されている。当館

では全く同じ外装・内容の 2 冊を所蔵しており、組織的に作成・頒布されたものと推察されるが、ア

ルバムによって画像が左右逆になった写真（裏焼き）が貼付されていたり、トリミング（切り取り）が
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異なるものが含まれていたり（図 4）することから、一括してプリントされたものではなさそうである。 

水害から１年経った 1939 年に神戸市が発行した『神戸市水害誌附図』5）（以下『附図』）には

水害とその復旧作業や慰霊祭の模様を写した 358点の写真が掲載されているが、7 月 5 日から

16日の撮影とされる写真 105点に限定すると、87点が『昭和 13年大水害』と重複し、80％強

を占める。『附図』では掲載された写真について、次のように説明している。 

「災害状況の写真は、水害突発直後に之を撮影して参考と為さんが為め、市吏員有志に依嘱し

て、撮影せるものゝ中より選択せるものである」6）（同書、巻頭凡例） 

『附図』1ページ目に掲載されている「御差遣の大金侍従」を写した 2点の写真と同じ紙焼 7）を

文書館では所蔵しており、こちらには当時兵庫区の三川口町にあった山根写真館のエンボスが押

されている。そのため、『附図』に収められた写真すべてが「市吏員有志」により撮影されたもので

はないことに注意したいが、文字通り「災害状況」を「災害突発直後」に撮影した写真にはそのよう

なものが多く含まれていると言えよう。そして、その時期に撮影された写真のみで構成され、『附図』

と内容が大きく重複するアルバム「昭和 13 年大水害」も、基本的には市職員の手による撮影と思

われる。 

この「昭和 13年大水害」と重複する写真が多数貼付されているものの、アルバムの形式や並び、

写真の大きさなどが違った「阪神大水害 神戸市内の惨状」も存在する 8）。こちらも 2 冊あって、使

用されている写真の種類や順序には相互に異同が見られる。また撮影期間が 7 月 5 日から 9 日

までとさらに短く、山根写真館の写真が複数含まれる等の点が、「昭和 13年大水害」とは異なって

いる。 

図 3 「昭和 13年（1938年）阪神大水害」                   図 4 同前 

 

２ 水害イメージの頒布 

カメラを持たない人はどう映像と関係していたのだろうか。図 5 に示した 1938年 7 月 8日付

の神戸又新日報の記事では 9）、水害からの復興の様子を伝えるとともに、「売れるぞ水害写真」と

して、被災状況を撮影したブロマイド写真が人気を博している状況を記している。元町 1・2 丁目付

近で販売されていると伝える記事から、交通網が寸断された被災直後に市の中心部でこのような




